別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:難病対策推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部 保健医療課 母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　                          E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：750千円（前年度予算額：750千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）難病対策推進事業
　　・難病等の疾病対策及び地域ケア・システムの円滑な実施を図ることを目的とし、保健師の研修等を実施する。
　　・保健師の難病患者支援における意見交換、充実した難病事業をすすめるため、難病支援担当者を対象とした会議を開催する。

　（２）骨髄ドナー登録推進事業

　　・５保健所において骨髄ドナー登録窓口を月１，２回設置し登録業務を実施。

　　・休日のドナー登録を毎年１０月の骨髄バンク推進月間に実施することで普及啓発をはかるとともに、更なるドナー登録者の確保を図る。

　　・毎年１０月の骨髄バンク推進月間を中心に骨髄バンク事業の普及啓発キャンペーンを実施し、県民に広くドナー登録の必要性をPRする。
　（３）臓器移植普及推進事業
　　・毎年１０月の臓器移植普及推進月間において、各保健所における休日骨髄ドナー登録会にあわせて、各保健所で街頭キャンペーンを実施。

　　・臓器移植ネットワーク会議において、他県臓器移植事業担当者との移植事業に係る連絡調整、意見交換の実施。
	２　所要経費


　難病対策推進費　　750千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援

	２　これまでの取組状況


（１）難病対策推進事業
　・毎年１回難病担当者会議を実施し、各地域における難病患者の支援方法や課題等の意見交換を行うことで、難病患者支援や、訪問相談活動の充実を図っている。

（２）骨髄ドナー登録推進事業

　・各保健所ごとに骨髄ドナー登録窓口を毎月１，２回設置することで、登録希望者の利便向上を図り、登録の推進に努めている。

　　平成２２年度県内骨髄ドナー登録者：５２名

　・１０月の骨髄バンク推進月間を中心に、骨髄バンク事業の普及啓発キャンペーンを実施し、県民に広くドナー登録の必要性のPRを行っている。

（３）臓器移植普及推進事業

　・１０月の臓器移植普及月間を中心に、臓器移植事業の普及啓発キャンペーンを実施し、県民に広く臓器移植の必要性のPRを行っている。

　・年３回開催される臓器移植ネットワーク会議に参加し、他県臓器移植担当者との意見交換や、臓器移植に係る情報を把握することで、県内の臓器移植推進を図っている。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）難病対策推進事業
　・保健所は地域の難病患者支援に係る関係機関の要の役割が期待されているが、各保健所により活動状況に較差があるため、難病担当者の交流をとおして、充実した支援を図る必要がある。
（２）骨髄ドナー登録推進事業
　・骨髄移植は、白血病等の血液難病患者にとって非常に有効な治療法である。そのため、骨髄ドナー登録は非常に重要な役割を担っているため、今後も更なる普及啓発を行っていく必要がある。
（３）臓器移植普及推進事業
　・平成２２年１月に改正臓器移植法が施行され、１５歳未満の者からの脳死下臓器提供が可能となる等の改正が行われた。改正内容の周知を含め、臓器提供意思カードの所持等の更なる普及啓発活動を行っていく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
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	寄付金
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